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ま え が き

日本政府のビルマに対す る医療協力 (コロ

ンボプランに従 って)実施調査団の団長とし

て,1967年 7月下旬の10日間, ラングー ンに

W,iF在 したo当初はおよそ 3週間を要す るであ

ろうとのその筋の見 当であったが,後述のよ

うな調査事項に対 しては 1週間程度で十分で

あろうと考えて調査にあたり,いちおう目的

を果たす ことができた｡

外務省より小川良治,岡野裕,厚生省より

大谷藤郎の諸氏が参加 した｡現地では在 ビル

マ大使館 (写真 1)の高瀬大使,安井参事官

をはじめ多 くの書記官の方 々の一方 ならぬ御

協力を得た｡ ビルマ政府側か ら,厚生大臣兼

文部大臣 ColonelHla Ham,厚生次官 Lt.

ColonelThe主nÅung,および BurmaMedi-

cal Researchinstitute(写真 2)の dire-

ctor,Prof.U MyaTu が主としてことに当

て られた｡なおビルマ医学研究所の Prof.U

KyweThe主n(HeadofNutrition Depart-

ment)はビルマ 側連絡官 として 終始諸般の

連絡にあたって くれた｡

医 学 教 育

ラングー ン市にふたつの医科大学がある｡
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第 1医科大学 ⅠnstituteofMedicine(Ⅰ),節

2医科大学 ⅠnstituteofMedicine (ⅠⅠ)と

いう｡前者すなわち第 1医科大学の前身はラ

ングー ン大学医学部である｡ ビルマ独立後分

離 されて第 1医科大学 となった｡歴史古 く,

設備もよい｡ 学長 U BaThan の ねんごろ

な学内案内により,つぶ さに視察す ることが

できた｡彼がビルマ医学会の最長老(当年74)

であること, ビルマ国医師にして同学長の教

えをうけない者はほとん どな い こ と,夫 人

はビルマ国の元首,革命評議会議長 NeWin

将軍の娘であること,などを高瀬大使主催の

レセプション,ビルマ国生省厚主催の レセプ

ションの際知 らされた｡

病理学教室を訪れたときのこと,講堂の正

面に次の額が掲げられているのが印象に残 っ

た ｡

Asisourpathology

Soisourpractise

Osler

第 2医科大学は1962年 ラングー ン大学第 2

医学部として創設 されたが,1964年に分離独

立 して現在の形をとっている｡革命政府によ

写真 1 在ビルマ大使館
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写真2 ビルマ医学研究所

る医師不足-の対策として設立 された医科大

学である｡大学付属病院には ミンガラ ドンの

軍病院 (DefenseServicesGeneralHospi-

tal)をあてている｡ 学長 UE の案内で学内

を見学 した｡大学 1回生の必修科 目にビルマ

語がある｡多数の民族よりなる同国を理解 し

なければ分か らないことであろう｡ ここで印

象に残 ったことは､テ レビをもたないビルマ

間で,学内にテレビを設 指 して徹底 した医学

教育を施 している熱心 さであるO微ji二物学教

室で- ンガ リーの Prof.Kellemenにであっ

た｡組織培養実験室をつ くるためにここ- き

ているのだといっていた｡/i理学教室を訪れ

たとき,))ンゲル波で知 られる英 国 の Ringer

博士の額がかかげられていた｡同博士の教え

をうけた研究者の贈物であるという｡

ビルマにはもうひとつマ ンダ レ～に医科大

学がある｡ これ らの大学における修業年限は

7カ年,卒業後 1年のイ ンター ンを経て医師

の賢格 (Burma MedicalAct) が与えられ

る｡現在上述の医大新卒者は毎年約 160名 で

ある｡

ビルマ医学研究会議

(BurmaMedicalResearchCouncil)

1962年,ビルマ連合革命政府は次の三つの

綱禍をかかげて医学研究会議をっ くった｡

(1) ビルマ国に居住す るすべてU⊃人の健鹿

を増進す る｡

(2) 研究によって,ビルマ国の医学と閑適

科学の進歩をはか る｡

(3) 個々の科学者 と医学研究機闇との協力

をはか る｡

これはラハ ン厚生大臣を議長として 7名で

情成 されている｡

同会議が重視 している医学的問題C/)うちoj
いくつかをあげると,

(1) ビルマ国における生理学的基準C/)設定

この うちにあげられているものは,ビルマ

の種族の血液型の分布, ビルマ人のヒスタ ミ

ン反応に関す る研究,臨床化学の基準値の決

定および恩春/]Fn年齢に関す る研究である｡

(2) サイア ミン代謝に関す る研究

同国における脚気,幼児脚気の多発に[針す

る研究である｡

(3) 貧血に閲す る研究

研究の結果,住民の30%が低-モグロビン

であること,妊婦の70%は-モグロビン値が

10gm% 以下であった ことなどが分かった｡

なおアイソ トープ等を使 って鉄欠乏性貧血oj

研究がすすめられている｡

(4) ビルマ国国産の英草,薬剤の研究

(5) ウイルス病の研究

ビルマ医学研究所

ビルマ医学粧先会議の実行機関である.所

長 MyaTu博士は36才の イギ リスじこみの

生理学者,才気換発型でものわか りが早 く,

話 しの要所要点をおさえるに妙を得た学者だ｡

前後数回にわたって,わた くしたちは博士 と

要談 した｡その内容はビルマ国にどのような,

そ してどのようにウイルス研究所をつ くるか

ということであった｡

現在, ビルマには専門のウイルス研究者が

ほとんどおらず,ウイルス研究機闇 もない｡

医学を修めた塩生大臣,厚生次官との対話0)
際 ｢ウイルス病の診断はどのようになされて

いるか｣という問に ｢患者血清,その他検査
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物件はシンガポール,バ ンコク,あるいはイ

ギ リスに送っている｣という答はこの間の消

息を物語 る｡ 7月27日ビルマ医学会の主催に

より,わた くしの講演が行なわれた｡(1)電子

顕微鏡について(2)電子琵目敏鏡によるウイルス

の研究についてのふたつを話 し,講演の前後

にはふたっの医科大学の多 くの教授たちと話

しをかわ した｡ このとき感 じたことは,この

国のウイルス研究はこれからだということだ

った｡

まず ≠ゥィルス病の実験室診断Oから出発

しなければならないと双方の意見は一致 したO

他所に検査を依頼す るのでなく, ビルマ国に

おいてウイルス病の診断が実際にできるよう

にするのである｡もうひとつはウイルスの基

礎的研究,われわれはこれを次のように表現

した｡ "practicalandtheoreticaltraining

ofBurmesemedicaland technicalstaff

in virusworks"｡電子顕微鏡によるウイル

スの研究がとりあげられた｡ ビルマ国には現

在 1台の電子顕微鏡もない｡ コロンボプラン

により日本政府は近 々,世界に誇 る日本の電

子顕微鏡 1台をビルマ国に送る｡そしてそれ

はビルマ医学研究所に設置されるD

これまで述べたようなふたつの方向をもっ

てウイルス研究をすすめる｡独立 した研究所

の建物をもって,大幅に今 日の広いウイルス

学の全分野にとりくんでゆこうというのでは

なく,まず足を地につけて,実際的に最 も重

要なところから手をつけていく,ということ

に双方の意見は一致 した｡現在のビルマ医学

研究所の一部門として ≠ゥィルス部クをおく

という方式がとられた｡ このふたつの研究方

向が中核となって,やがては大 きなウイルス

研究所がラングー ンに設立されることをわた

くLは願っている｡ちなみに,同研究所の現

在の部門は,細菌学部,実験医学部,血液学

部,槻器部,医学統計学部,栄養学部,寄生

虫学部,薬理学部,生理学部,出版部の10部
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第 5巻 第 3号

で構成されている｡

現在,京大ウイルス研究所 で ビルマ国 の

ふたりの 留学生が 研究中で ある｡ Dr.Mini

Khinと U ToeMyintである｡ ミミキ ン女

史はイギ リス,マンチェスター大学に2カ年

留学,現在前述第 1の方向に沿 って血清学的

診断学的研究を熱心につづけている｡ トー ミ

ント君はペ ンシルバニア大学留学 5カ年,エ

レクトロニクスに対する造詣が深い｡電子顕

微鏡とそれによる医学的ウイルス学的研究を

つづけている｡ふたりの外に, ビルマにおけ

る将来のウイルス研究にそなえて,第 1医科

大学微生物学教室主任の Dam Hpay教授 も

上述ふたりと一緒にウイルス研で研究をつづ

けていたが去る9月帰国 した｡同教授は--

バー ド大学, ロンドン大学等での研究経歴が

長い.ハ-バ- ドでは Shneider教授のもと

で リケ ッチアの研究に従事 していたこともあ

って,筆者 も同じ研究をしていた時代がある

ので,名前において知っていた学者である｡

彼女は徹底的に物を考えるというタイプの学

者で,京都滞在中は蛍光抗体法にみがきをか

けたいという念願のもと,その道の権威,戻

大医学部病理学教室浜島義博助教授にたいへ

んお世話になった｡ちなみに同教授の夫君は

ラングー ンの外国語大学の学長である｡本誌

前号に ≠現地通信かをかかれた大野徹さんが

目下同大学の 日本語教授として御活躍中のこ

と周知の通 りである｡

ビルマ医学研究所で,昼食後マ ッツ所長夫

人 (第 1医科大学微生物学教室助教授)とい

ろんな話 しを した｡そのときのふたりの会話

のひとこまが妙に忘れ られない｡ こんな話 し

である｡ ｢こんなに暑いところに年中住みつ

いていると,寒 さに耐えられないように体に

変化がきているのではないか｣という筆者の

問に,夫人答えて日く ｢わた くLはヒマラヤ

の山中に3カ年 も暮 した経験があります｡｣そ

のとき筆者は,うかっにも次のような問を発
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して しまった｡ ｢なんでまたそんな寒いとこ

ろに 3カ年 も｣,答は ｢ビルマ は 11本に古6ll亘

され,戦争がはげしくて｡｣

ビルマはウイルス病の宝庫 といって もいい

ほど多種のウイルス病がみ られるようである｡

高温多湿の熱帯国,かてて加えて衛生状況が

悪いo伝染病の温床となるゆえんであるo R

本では今日ほとんどないといってもいい狂犬

病患者が毎 日発生 している｡NationalHealth

Laboratory(昔のパスツ-ル 研究所)をおと

ずれたとき, 1階の廊下にけわ しい顔を した

一群の 人の 列に おどろいた｡ 所 長 Dr.N.

Ahadの説明で,狂犬病患者が治療をうげに

きていることが分かった｡天然痘,デ ング熱,

ポ リオ,ウイルス性脳炎,肝炎,は しか,イ

ンフルエ ンザ等が見 られる｡伝染病院 (Con-

tagiollSDiseaseHospital) をおとずれたと

き,院長 Dr.TinU が何人かの腸管系を病

む患者をみせて くれたが,腸管系ウイルスに

よるものがあるのではなかろうかと思 った｡

特に筆者の興味を引いたのは トラコーマで

あったOそれは筆者 らが トラコーマ病原体cjj

研究を十数年前か ら手がけ,現在 もつづ けて

いるか らであろうか｡ トラコーマは,筆者 ら

の研究が主力 となって,いまではウイルス痛

ではないことになって しまった｡その病原体

は真のウイルス (realvirus) では ないので

ある｡

革命政府は トラコ-マの根絶に 対 して 4

カ年計画をすすめている. トラコーマは中 部

ビルマの乾燥地帯に多発 している｡地区によ

っては住民の90%は トラコ--マにかかってい

る｡ 4カ年計画は,住民 自身が トラコ-マを

療∴重症者の外科的 治療等にしぼられている｡

ウイル ス病以外の病気 として注 目を引 くの

は, トラコーマの外に,ライ,結核,コレラ,

セキ リ,フ ィラリア,性病等である｡ ライ患

者は15万人以上 と推定 されるのに収容施設は

2,000人程度｡ しか しマラリアとペス トに対

しては大いに改善 され,特にマラリアは蚊の

退治により激減 している｡

革命政府が医学教育,医師の養成, 病院施

設の充実,衛生環境の改善等に力を入れてい

る点,注目に値すると思 う｡

滞緬中何人かの ビルマ医学者か ら,いまビ

ルマでは医学教育を英語からビルマ語にはん

や くしつつあることを知 らされた｡ ビルマ医

学の将来ojために,そのことがかえって医学

の進歩の妨げとならないことを祈 りたい｡

あ と が き

ミンガラ ドン空港におりたったのは 7月20

11の夕暮 どきであったO ビルマ政府側か ら,

また,在 ビ ルマ大使館から,でむかえをうけ

た｡大使館の車で宿舎 InyaLakeホテルへ

向か ったが,道は暗かった｡中国との事 件で

ラングー ン市は戒厳令下におかれていたか ら

である｡それか ら8口闇各研究機閲を訪れ 7

月29日の朝 ミンガラ ドン空港をたった｡厚/ji

次官 と次官泌書,大使館員,滞緬中知 り合 っ

た何人かoj在留邦人の手あついお見送 りをう

けたO空港の空はあ くまでIi射 しわたり,いい

ようのないすがすが しさだった｡筆をお くに

あたり,高瀬大使をはじめ在 ビルマ大使餌の
みなさまの御援助に心か ら御礼を申ししげた

い ｡
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